
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
は
、
身
延

町
境
地
区
を
中
心
に
1
与
0
年
以

上
栽
培
さ
れ
て
き
た
在
来
種

漆
で
す
。
明
治
時
代
初
期
に

は
大
豆
が
生
産
さ
れ
、
一
か

月
で
柳
俵
(
q
ト
ン
)
̃

棚
俵
(
4
2
ト
ン
)
の
大
豆
が

富
士
川
舟
運
に
よ
り
出
荷
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
4
与
年

頃
よ
り
」
A
が
枝
豆
の
出
荷

を
始
め
、
そ
の
頃
か
ら
曙
地

区
の
地
名
を
取
り
、
「
あ
け
ぼ

の
大
豆
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
枝

豆
・
大
豆
兼
用
利
用
の
生
産

が
統
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
※
在
来
柵
…
地
域
に
古
く

か
ら
存
在
す
る
生
物
種
)

優
良
な
種
子
の
確
保
、
i
生
産
性

の
向
上
、
販
路
拡
大
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
生
産
者
、

在
来
種
唱
大
豆
保
存
会
、
」
A
、

商
工
会
や
身
延
町
等
で
構
成
す

る
「
身
延
町
あ
け
ぼ
の
大
豆
振

興
協
議
会
」
を
設
立
し
、
「
幻

の
大
豆
」
と
云
わ
れ
る
付
加
価

値
の
あ
る
特
産
品
の
保
全
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

▲
-
き
青
i
t
書
書
一
〇
教
書
葛
書
.
言

枝
豆
収
穫
期
の
同
月
に
は

「
あ
け
ぼ
の
大
豆
産
地
フ
ェ
ア
」

を
町
内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
来
訪
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
私
た
ち
生
産
者
の
生
き

が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

身延町役場産業課
〒409-3392 山梨県南巨摩榔身延町切石350

TEL O556-42-2111(代表) / FAX O556-42-2127

お問い合わせはこちらまで 回転澗 
https:/′w・tOWntninobu-akebon。daiz‘l.COnl/‘ 

・i■ 

あけぼの大豆ブランドサイト 田虫覇 i 



あけぼの大豆とは
あけぼの大豆は山梨県南部に位置し富士川とそれを囲む

山々が連なる自然豊かな町、身延町のブランド大豆です。

‾、、書籍山

聾曇曇重量重量重量童顔輩認擬輔鷲 玲

と呼ばれています。

あ
け
ぼ
の
大
豆
の

特
徴

甘
み
が
強
く
食
味
が
良
い
こ
と

されています。この限られた条件と手作業での栽培のため大量生産が出来ず、その希少性の高さから``幻の大豆’’

粒
が
大
き
い
こ
と

豆
粒
を
博
粒
並
べ
る

と
6
寸
(
I
 
8
C
m
)
に

な
る
こ
と
か
ら
、

別
名
「
十
六
寸
(
と

う
ろ
く
す
ん
)
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
ほ
ど

大
き
く
、
ま
た
重
さ

も
一
般
の
大
豆
と
比

べ
て
2
倍
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
で
す
。

あけぼの大豆

工孟号

一般の大豆

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
糖
総
量
は
朋
9
あ
た
り

博
9
と
-
舷
の
大
豆
の
は
倍
。

特
に
シ
ョ
糎
(
砂
糖
の
主
成
分
)
の
割
合
が

高
く
、
豊
か
な
食
味
を
特
つ
の
が
特
徴
で
す
。

鵜漢…シヨ鵜 国東…スタキオース

音■ …その他4種類

一般の大豆 あけぼの大豆

桔
組
成
・
含
霊

極
晩
成
種
で
あ
る
こ
と

6
月
中
旬
̃
7
月
上
旬
の
種
ま
き
、
8
月

中
旬
の
開
花
、
同
月
の
枝
豆
の
収
穫
、
日

月
下
旬
̃
は
月
中
句
の
大
豆
の
収
穫

と
、
畑
で
し
っ
か
り
と
時
間
を
か
け
て
成

長
す
る
分
、
強
い
甘
み
と
深
み
の
あ
る
味

を
保
有
し
て
い
ま
す
。

坪
l
号
産
品
で
あ
る
こ
と

あ
け
ぼ
の
大
豆
は
、

国
が
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
産
品
の
名
称

を
知
的
財
産
と
し
て

保
護
す
る

曜
-
詣
I
三
)

′
凸
が
脆

保
護
制
度
」

に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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舎
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津
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帝
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e
幸
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(
単
弾
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竜
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一
河
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{
持
幹
一
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-
軒
機
ベ
ベ
も
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か

も
連
年
{
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>
雪
月
南
村
「
べ
(
溝
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で
′
〇

十
様
二
十
叫
ひ
れ
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け
ぺ
′

蒋
法
的
び

び
e
吋
清
華
や
叫
へ
丹
○
糾
十
〇

陣
e
糾
撮
串
簿
叫
び
鋸
や
露
′

弾
き
料

掌
毒
覚
五
二
∵
÷
≠
ヾ
入
-
、
ぺ
ー
寸
時
ト

ペ
子
…
÷
ヾ
u
ロ
ヾ
も
二
村
巾
-
り
ゝ
雪
月
争

∪
串
連
年
へ
尭
討
「
H
(
溝
巾
で
ノ
.

や
「
固
合
一
‖
晴
耕
へ
「
べ
亨
か
串
瀞
高

市
}
き
巾
へ
溝
叫
で
ノ
.
串
鴻
叫
び
碧
-
.
 
I

糾
せ
争
い
相
中
宵
)
暢
「
H
′

沖
糖
蜜

蛍
弾
叫
び
e
す
む
十
十
$
ペ
十
〇

一
河
村
荘
密

閉
田
圃

軌
-
〕
【
坤
e
沖
田
㊦
告
白
却

単
糖
e
蛙
・
や
【
予

∞
̃
〇
回
掌
蓉
弱
小

十
〇

や
鵜
e
蹄
や
斉
′
一
雄
雷
や
面
相

【
り
「
白
へ
溝
仙
⊂
.
(
粕
へ
H
♂
昨
弓
手

国
軍
)

【
割
ぺ
ひ
串
や
】

ゆ
・
軒
e
」
米
e
輸
e
崎
申
す
〕
ノ

藩
や
白

書
ペ
主
計
へ
幣
〔
簿
「
.
ふ
や
喬
乍
ら
4

糾
十
〇

勤
へ
碍
雪
辱
鎗
守
や
4
謹
直
曙
「

バ
(
清
心
で
了

【
蘭
叫
で
ヾ
蔦
e
鋸
や
】

-
ひ
e
Q
{
白
峰
「
′

u
 
u
∴
ヽ
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「
H
〇
〇
〇
w

へ
の
争
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「
H
(
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〔
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小
鉢
(
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闇
十
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雪
(
地
e
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汁
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e
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白
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す
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へ
十
〇

叶
群
e
O
R
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-
軍

を
∴
)
軸
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滞
$
入
滅
叶

で
了

や
ぼ
耳
輪
埴
陣
瀧
請
書
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○
ま
へ
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ふ
や
ゝ
∞
○
の

[
漂
静
雄
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刊
ゝ
e
甲
裳
心
馬
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滝
潜
む
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書
塾
場
面
寄
合
伽
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の
e


